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植え付け深さの違いがメヒルギ胎生種子の成長におよぼす効果＊1

桝田信彌＊2，福田香織＊2，矢口行雄＊2，本間　環＊2, 3

Effects of  Planting Depth on the Growth of  Viviparous Seeds
of  Kandelia candel＊1

Shinya MASUDA＊2, Kaori FUKUDA＊2,
Yukio YAGUCHI＊2 and Tamaki HONMA＊2, 3

　We examined the rooting of  viviparous seeds of  Kandelia candel planted at different depths, as a part of  the basic 
studies aiming at mass production of  seedlings for efficient afforestation of  mangroves.  Shoot elongation of  the 
viviparous seeds was promoted by increasing the depth of  planting, which is in agreement with previous reports on 
the rooting of  deeply planted cuttings of  Viburnum awabuki and Prunus persica.  However, in the lower part of  the 
viviparous seeds where the root primordia existed before planting, the depth of  planting influenced neither the part 
nor the number of  rootings.  On the other hand, in the upper part of  the viviparous seeds where the root primordia 
appeared after planting, the rooting part was expanded and the number of  rootings increased by deep planting.  
These results suggest that the contact of  the upper part of  the viviparous seeds with the culture medium at the time 
of  planting stimulated the formation of  root primordia in the upper part.  In addition, no rooting part was found at 
approximately 2 cm between the upper part and lower part.

　Keywords : Kandelia candel, viviparous seeds, planting depth, rooting part, number of  roots.

　マングローブ林を構成する木本植物の効率の良い造林を行うための苗木の大量生産を目的とし
た基礎的研究として，メヒルギ胎生種子の植え付け深さの違いによる発根現象を調査した。その
結果，胎生種子のシュート伸長成長は深く植え付けるほど促進効果がみられ，サンゴジュやモモ
などの他の樹種のさし木の発根におけるこれまでの報告と同様の結果が得られた。植え付け前に
根源体の形成がみられた下部発根は，植え付け深さの違いによって下部根の発根部位や発根本数
には違いがみられなかった。しかし，植え付け後に根源体の形成された上部発根は，深く植え付
けたものほど発根部位が拡大し発根本数も増加した。これらのことから，メヒルギ胎生種子の上
部発根は，植え付けたことによる培地との接触が刺激となって根源体が形成されたと考えられる。
また，上部発根と下部発根との間には約　2　cmの無発根の部位がみられた。
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1.　緒　　　言

　マングローブ植物の木材は燃料材，木炭材，船材，

建築用材に，果実や種子は食用，樹皮は染料などに，

葉は家畜の飼料としても利用される1）。さらに，植

物のみならず動物の生息場所としても重要であ

る2）。すなわち，マングローブ林は木質資源の生産

や，生物の多様性を保全し水産資源の涵養に貢献し

ている。しかし，乱伐，エビ養殖池の造成，錫の採

掘などでこれらの森林の多くが破壊されてお

り2, 3），一度破壊された森林はほとんど修復されず，

利用されたまま放置されていることが報告されてい

る4）。これらの地域におけるマングローブ林の修復

は，極めて重要であると考えられる。また，マング

ローブ林の修復という意味は，単に自然の修復とい
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う意味のみではない。この修復の意味には大気中の

CO2　の吸収固定による削減に寄与し，多様な生態系

の構築，生物資源の生産基盤の整備，地域振興への

貢献という地球の生物や人類への期待される貢献の

意味をも含まれている5）。このようなことから，マ

ングローブ林の修復や造林が急務とされ，マングロ

ーブ林の再生を目的とした造林事業例は多数報告さ

れ2, 6），これらの造林事業では苗木の確保が重要な

課題となっている。

　これまでにも，マングローブの苗木生産を目的と

した報告3, 7）　がみられる。メヒルギ（Kandelia candel 

（L.） DRUCE）の胎生種子を分割してさし木を行い7），

植え付け方法として直接胎生種子を植え付ける直挿

し法と胎生種子をポットや苗床で育成した苗木を植

林する苗木植栽法を比較した報告3）や直挿し法の活

着率を調査した報告8）がある。さらに，マングロー

ブ造林技術としてメヒルギ胎生種子を分割してさし

木を行った研究では，分割した部位の長さや幼芽部・

幼根部の有無によりシュートや根の形成に相違があ

ることが報告されている7）。

　一般的に木本植物のさし木では，植え付け深さに

よって成長が異なることが知られている9, 10）。これ

らの報告では，さし木を深くさし付けるとシュート

の伸長量が促進され，発根量も増加している9, 10）。

ヒルギ科植物の植栽では，胎生種子を直接土壌にさ

し付け，根やシュートの伸長を促すものであり，こ

の場合さし木と同様に植え付け深さが胎生種子の発

根やシュートの伸長に影響する可能性が考えられ

る。すなわち，胎生種子の植え付け深さの検討を行

うことは，健全な苗木を生産する上で重要な問題で

あるが，これまでにヒルギ科植物の植え付けに関す

る報告は少ない。

　本研究では効率の良いマングローブ造林を行うた

めの苗木の大量生産を目的とした基礎的研究の第１

段階として，メヒルギ胎生種子の植え付け深さの違

いが，胎生種子の成長におよぼす効果について検討

した。

2.　材料および方法

2.1　供試植物および栽培方法
　2004年８月20日に静岡県賀茂郡南伊豆町湊に位置

する青野川河口付近に植栽されている30年生メヒル

ギの母樹10本（平均樹高：5.0　m，平均 DBH：19

cm）より胎生種子（平均長：18.5　cm，平均重：8.4　g）

を採取した。この際，虫害，病害および傷のない胎

生種子を選別して実験に用いた。胎生種子は幼芽の

ある先端を胎生種子上端，幼根部先端を胎生種子下

端と定義した。また，胎生種子の全長を胎生種子長

として，植え付け深さは胎生種子下端から胎生種子

長の　1/4　を埋設した　1/4　埋設区，1/2　を埋設した　2/4

埋設区，3/4　を埋設した　3/4　埋設区，そして幼芽以

外を全て埋設した　4/4　埋設区の合計４区を設定した

（Fig. 1）。同年８月21日にバーミキュライトと水道

水を入れたポリプロピレンコンテナ（縦：38　cm，横：

55　cm，深さ：29　cm）にこれらを各15本植え付け東

京農業大学構内に設置されているガラス温室内（最

低気温20℃）で栽培した。１つの埋設区は２コンテ

ナを用い合計30本ずつを比較した。また，植え付け

後はバーミキュライトの表面が常にポリプロピレン

コンテナの底から25　cmを保つように調整し，水位

はバーミキュライトの表面から常に　1　cm上方に保

つように水道水を各コンテナに適宜注入した（Fig. 

1）。

2.2　測定方法
2.2.1　シュートの伸長成長量の測定
　シュートの基部からシュート上部の頂芽下端まで

の長さをシュートの伸長成長量とし，植え付け後

200日目まで18日おきとその後250日目に定規を用い

て測定した。

2.2.2　節数と節間伸長量および葉数の測定
　植え付け後250日目に苗木を掘り取り，シュート

の基部から最初に形成された節までを第１節間とし

て上方に向かって形成された節間数と節間伸長量を

測定した。この際，シュートの基部から上方に向か

って順番に第１節，第２節として節数を測定した。

さらに各節に着葉した葉数を測定した。

2.2.3　根源体と発根部位の調査
　植え付けた個体と別に５本の胎生種子を選び，定

法に従い徒手切片法で横断面のプレパラートを作成

して光学顕微鏡観察の試料とした後に根源体の分布

Fig. 1.　Planting depth of  the viviparous seeds of  K. candel.
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と数を測定した。さらに，植え付け250日目に胎生

種子から直接発根した一次根の胎生種子内の垂直分

布を調査した。この際，胎生種子下端から上部に向

かって　3　cmまでの部位の根は発根初期に生じたも

のでこれを下部根，下端から上部に向かって　3　cm

以上の部位の根は下部根の発根後生じたものでこれ

を上部根とし，下部根と上部根の発根部位の長さを

測定した。

2.2.4　発根本数
　植え付け後250日目に胎生種子から直接発根して

いる一次根の本数を下部根と上部根に分けて測定し

た。

2.2.5　根の伸長成長量
　植え付け後250日目に胎生種子の下部根と上部根

のそれぞれにつき発根を代表するような平均的な一

次根を10本ずつ選び，それぞれの長さを測定し平均

長を算出した。この際，根長は発根時期によって著

しく異なるため極端に長い根と短い根を除いた。

2.2.6　根生重量と葉生重量
　植え付け後250日目に胎生種子から直接発根して

いる根を切り取った。そして，これらの生重量を下

部根と上部根に分けて測定した。また，葉も葉柄部

から切り取り葉生重量を測定した。

　測定データに関わる統計処理には一元配置の分散

分析法とフィッシャーの LSD（least significant 

difference）法を用いて有意差検定を行った。

3.　結　　　果

3.1　シュートの伸長成長
　メヒルギ胎生種子のシュート平均伸長成長量は，

植え付け後18日目から72日目までは　1/4　埋設区が他

の埋設区と比べて大きかった（Fig. 2）。72日目では

1/4　埋設区が4.7　cmで最大で，次に　2/4　埋設区4.2

cm，3/4　埋設区3.6　cm，4/4　埋設区3.2　cmの順となり

埋設部が浅いほど大きかった。1/4　埋設区と　3/4　埋

設区・4/4　埋設区の間および　2/4　埋設区と　4/4　埋設区

の間に有意差が認められた（P＜0.01）。90日目では

1/4　埋設区が5.4　cmと他の埋設区（5.1　cm～5.2　cm）

に比べてわずかに大きかったが，有意差としては認

められない（Fig. 2）。108日目からは　4/4　埋設区は他

の埋設よりも伸長成長が著しく促進され，日数が経

過するほど他の処理区との差は大きくなった（128

日以降は　4/4　埋設区は　1/4　埋設区，2/4　埋設区および

3/4　埋設区の３者に対して有意差（P＜0.01）が認め

られた。）。しかし，1/4　埋設区，2/4　埋設区および

3/4　埋設区の３者間では伸長成長量に差はみられな

かった。250日目には　4/4　埋設区が最大で9.2　cmとな

り　3/4　埋設区6.9　cm，2/4　埋設区6.5　cmならびに　1/4

埋設区6.4　cmの３者間では伸長成長量に差はみられ

なかった。4/4　埋設区と他の埋設区との間には有意

差が認められた（P＜0.01）（Fig. 2）。

3.2　節数と節間伸長量および葉数
　平均節数は　4/4　埋設区が最多で４節，次に　3/4　埋

設区3.7節，2/4　埋設区3.6節，1/4　埋設区3.5節であった。

有意差は認められないものの埋設部が深いほど平均

節数は大きい傾向がみられた。また，節間伸長量を

Fig. 3　に示した。第１節間長については，その伸長

量は3.6　cm～3.9　cmであり各埋設区での違いは認め

られなかった。しかし，第２節間長では　4/4　埋設区

が3.5　cmと最大で，次に　3/4　埋設区2.4　cm，2/4　埋設

区1.9　cm，1/4　埋設区1.7　cmの順に小さくなり埋設部

が深いほど大きかった。4/4　埋設区と他の埋設区の

間に有意差が認められた（P＜0.01）。また，これ以

降４節までの節間長も，4/4　埋設区が他区よりも有

意に大きかった（P＜0.01）が，伸長量の少ない第

５節間長には有意な埋設区間は認められなかった。

　平均葉数は　4/4　埋設区が7.9枚と最多であり，次に

3/4　埋設区7.4枚，2/4　埋設区7.1枚，1/4　埋設区6.9枚で

あった。それらの間に明らかな有意差としては認め

られないものの，埋設部が深いほど葉数が多い傾向

がみられた。

Fig. 2.  Elongation of  shoots from viviparous seeds of  K. 
candel planted at different depths.

Notes :  Length of  shoots from viviparous seeds of  K. 
candel at equal days after planting.  Values with 
different letters are significantly different at 1% 
LSD level （Fisher’s least significant differences 
method）.
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3.3　根源体と発根部位
　植え付け前のメヒルギ胎生種子における根源体の

分布域は胎生種子下端から上部に向かって2.3～3.1

cmの範囲に局在し（平均2.6　cm，標準誤差0.25），

それ以上の上部の部位では根源体の存在を確認でき

なかった。

　植え付け後250日目では下部根は各埋設区とも胎

生種子下端から上部に向かって2.3～2.8　cmの間で発

根がみられた（Fig. 4）。上部根の発根部位は，1/4

埋設区では上部根の発根はみられず，2/4　埋設区で

は胎生種子下端より上部に向かって4.7～7.4　cm（発

根部位の長さ2.7　cm），3/4　埋設区では胎生種子下端

より上部の4.5～11.8　cm（発根部位の長さ7.3　cm），

4/4　埋設区では胎生種子下端より上部の4.7～13.3　cm

（発根部位の長さ8.6　cm）の範囲にみられた（Fig. 4）。

上部根が発根する部位は，1/4　埋設区を除いて，埋

設部が深いほど有意に長かった（P＜0.01）。一方，

上部根の発根部位と下部根の発根部位との間に2.1

～2.8　cmの範囲でみられた無発根部位長には埋設区

間に差は認められなかった。

3.4　発根本数
　植え付け前のメヒルギ胎生種子に存在する根源体

数は14～21個（平均17.6個，標準誤差0.30）であった。

植え付け後250日目のメヒルギ胎生種子における下

部根の発根本数は　1/4　埋設区17.6本，2/4　埋設区17.3

本，3/4　埋設区17.0本，4/4　埋設区17.8本と埋設部の

深さによる違いはみられなかった（Fig. 5）。

　上部根の発根本数は　4/4　埋設区では14.8本と最も

多く，次に　3/4　埋設区11.0本，2/4　埋設区6.5本，1/4

埋設区は発根がみられず，埋設部が深くなるほど発

根本数が増加した。各埋設区の間に有意差が認めら

れた（P＜0.05）。総発根本数では　4/4　埋設区が32.5本

で最も多く，次に　3/4　埋設区28本，2/4　埋設区23.8本，

1/4　埋設区17.6本の順になり，埋設部が深くなるほ

ど上部根の発根本数が増加するため総発根本数も増

加した。各埋設区の間に有意差が認められた（P＜

0.05）。

3.5　根の伸長成長量
　植え付け後250日目のメヒルギ胎生種子における

下部根の平均伸長成長量は　1/4　埋設区が26.5　cmで最

大で，次に2/4　埋設区24.3　cm，3/4　埋設区20.4　cm，

4/4　埋設区17.2　cmと浅くさし付けるほど大きかっ

た。各埋設区の間に有意差が認められた（P＜0.05）

（Fig. 6）。上部根の平均伸長成長量は　1/4　埋設区では

発根がみられなかったが，2/4　埋設区は16.1　cmで最

Fig. 3.  Internode elongation of  shoots from viviparous 
seeds of  K. candel planted at different depths.

Notes :  Internodal lengths of  shoots at the same nodal 
position.  Values with different letters are signifi-
cantly different at 1% LSD level.

Fig. 4.  Length of  rooting position of  viviparous seeds of  K. 
candel planted at different depths.

Notes :  Rooting was not observed in the upper part of  the 
1/4－buried viviparous seeds.  Length of  rooting 
position in the same rooting position of  the lowe 
part or upper part of  viviparous seeds of  K. candel.  
Values with different letters are significantly 
different at 1% LSD level.
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大で，次に　3/4　埋設区11.5　cm，4/4　埋設区10.3　cmの

順になり，下部根と同様に埋設部が浅いほど大きか

った。各埋設区の間に有意差が認められた（P＜0.05）

（Fig. 6）。

3.6　根生重量と葉生重量
　下部根の生重量は　1/4　埋設区が3.8　gで最も重く，

次に　2/4　埋設区2.5　g，3/4　埋設区1.8　g，4/4　埋設区1.0

gとなり，埋設部が浅くなるほど下部根の生重量が

増加した。各埋設区の間に有意差が認められた（P

＜0.01）。上部根の生重量は　1/4　埋設区では発根がみ

られなかったが，4/4　埋設区が0.16　gで最も重く，

次に　3/4　埋設区0.09　g，2/4　埋設区0.03　gとなり，埋

設部が深くなるほど上部の根の生重量が増加した。

1/4　埋設区と　3/4　埋設区・4/4　埋設区の間および　2/4

埋設区と　4/4　埋設区の間に有意差が認められた（P

＜0.01）。根の総生重量では　1/4　埋設区が3.8　gで最も

重く，次に　2/4　埋設区2.6　g，3/4　埋設区1.8　g，4/4　埋

設区1.2　gとなり，埋設部が浅くなるほど根の総生

重量が増加した。各埋設区の間に有意差が認められ

た（P＜0.01）（Fig. 7A）。

　葉の生重量では　4/4　埋設区が2.0　gで最も重く，次

に　3/4　埋設区1.7　g，2/4　埋設区1.4　g，1/4　埋設区1.1　g

の順になり，埋設部が深くなるほど葉生重量が増加

した。1/4　埋設区と　3/4　埋設区・4/4　埋設区の間およ

び　2/4　埋設区と　4/4　埋設区の間に有意差が認められ

た（P＜0.01）（Fig. 7B）。

4.　考　　　察

4.1　シュートの伸長成長
　メヒルギ胎生種子のシュートの伸長成長量は植え

付け後72日目までは埋設部が浅い埋設区ほど大き

く，その後90日目では各埋設区の差は一時的にほと

んどみられなくなった。その後108日目から日数の

経過と共に　4/4　埋設区の伸長成長は著しく促進され

た。しかし，その他埋設区ではほぼ同様な緩やかな

伸長成長を示した。250日目では　4/4　埋設区の伸長

成長量が最も大きく，その他の埋設区では伸長成長

量にほとんど差はみられなかった。これまでにも，

スモモ9），スナヤナギ10），サンゴジュ11），モモ12）の

さし木では，さし穂を深くさし付けることでシュー

トの伸長成長が促進されると報告されている。しか

し，深く植え付けたものがなぜ伸長が促進されるか

ということについては解明されていない。胎生種子

とさし穂では形態学的，生理学的に違いがあるもの

の，本研究でもこれらのさし木と同様の結果が得ら

れた。これらのことから，メヒルギ胎生種子を用い

た苗木の生産ではなるべく胎生種子を深く植え付け

伸長成長を促進させることが望ましいと考えられ

る。

Fig. 5.  Number of  roots developing from viviparous seeds 
of  K. candel planted at different depths.

Notes :  Rooting was not observed in the upper part of  the 
1/4－buried viviparous seeds.  Values in the upper 
and lower parts of  viviparous seeds with different 
letters are significantly different at the 5% LSD 
level.

Fig. 6.  Elongation of  the roots from viviparous seeds of  K. 
candel planted at different depths.

Notes :  Rooting was not observed in the upper part of  1/4－
buried viviparous seeds.  Values in the upper and 
lower parts of  roots of  the viviparous seeds with 
different letters are significantly different at the 5% 
LSD level.
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　メヒルギ胎生種子のシュートの伸長成長量は72日

目までは埋設部が浅い埋設区ほど大きかった。深植

えの区ほど発根本数が多いことから，胎生種子が保

持していた養分が発根・成長に消費されたためにシ

ュートの伸長成長が抑制された可能性が考えられ

る。植え付け後90日目以前と180日目以降とで　4/4

埋設区とその他の埋設区のシュートの伸長成長量が

逆転したことは，植え付け後の初期の伸長成長機構

とその後の伸長成長機構とには何らかの違いがある

ことを示唆している。オヒルギ胎生種子の初期成長

においては，植え付け後120日目までは胎生種子中

の貯蔵デンプンを使用して成長し，それ以降は胎生

種子から発生した葉における光合成により生産され

た糖が成長に使用されることが明らかにされてい

る13）。今回のメヒルギでは植え付け後約90日目がオ

ヒルギの120日目の状態に相当することが考えられ

る。さらに，植え付け後250日目では　4/4　埋設区で

シュートの伸長成長量が増加したことは，伸長にと

もない葉が多く形成されたために，光合成やその他

の生理的活性が活発になり，シュートの伸長成長量

が増加したものと考えられる。

　メヒルギ胎生種子から発生したシュートの節数は

すべての埋設区で最大で５節まで形成された。また，

各区とも平均節数は３～４節で有意な差はみられな

かった。各節における節間伸長量は，第１節間につ

いては埋設区間に差はみられなかった。これまでに

も，オヒルギ胎生種子の初期成長においても第１節

の伸長および第１節葉の展開に胎生種子内のデンプ

ンが消費されたという報告がある13）。このことから，

第１節間の伸長は胎生種子の貯蔵養分の消費による

成長，第２節間以降の伸長は葉による光合成生産が

伸長に使用されたものと考えられる。

4.2　発根部位
　植え付け前のメヒルギ胎生種子における根源体の

分布域は胎生種子の下端部（幼根部）に局在してい

た。メヒルギ胎生種子の発根部位は，胎生種子の下

端部から最初に発根する下部根，つぎに下部の上約

2～3　cmの範囲に無発根の部位がみられ，その上部

に下部よりも遅れて発根する上部根の発根部位に分

けられた。スギさし木苗でもメヒルギの発根と同様

の発根形態を示すことが明らかにされている14－18）。

これらのことから，メヒルギ胎生種子の発根はスギ

のさし木の発根のメカニズムと類似していることが

示唆される。

　メヒルギ胎生種子の発根は胎生種子が浮遊した状

態では発根は見られず，泥土に接触することで摩擦

などの接触刺激が発生して発根することが知られて

いる19, 20）。また，下部根の発根は埋設区間で差が無

くほぼ同じ部位でみられることから植え付け深さは

影響していないと考えられる。これは胎生種子が形

成される段階で分化・形成された根源体が，接触刺

激により発根したものと考えられる。

　上部根は深く植え付けるほど発根部位の範囲が広

くなっている。これは胎生種子が培養土と接触した

ことが物理的な刺激となり，根源体が新しく分化・

形成されたものと考えられる。１本の胎生種子を分

割してさし木を行った例では幼根部を含まない切片

からも発根する6）。これは，根源体がない部位でも

Fig. 7.  The fresh weight of  roots and leaves from viviparous seeds of  K. candel planted at different 
depths.

Notes :  Rooting was not observed in the upper part of  1/4－buried viviparous Seeds.  The fresh weight of  
leaves, and lower and upper parts of  roots of  viviparous seed.  Values with different letters are 
significantly different at the 5% LSD level.
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培地に接触することにより新しく根源体が分化・形

成され発根すると考えられる。幼芽部を含む切片は

根の分化・形成を促進させる植物ホルモンを含むた

め含まない切片より発根率が高いと推測してお

り7），根の分化・形成へは植物ホルモンが関与21）す

ることから今後は植物ホルモンに関する検討も必要

である。

4.3　発根本数
　植え付け前のメヒルギ胎生種子に存在する根源体

数と各埋設区の下部根の発根本数は処理区間差は無

くほぼ同じ値を示した。木本植物のさし木において

根源体をはじめから有する植物の成長初期の発根本

数は根源体の数に由来する22）。本研究のメヒルギで

も下部根と根源体の数の一致が認められ，下部根の

発根本数は胎生種子にはじめから形成されている根

源体数に由来しているものと考えられる。

　これに対して上部根本数は，埋設部の範囲が広く

なるほど増加した。埋設部の範囲が広くなるほどさ

し木の発根本数が多くなる8, 10, 11）のと同様の現象が

胎生種子でも生じることが認められた。胎生種子の

上部根の発根本数は埋設部の範囲の広さと関連があ

るものと考えられる。

　総発根本数は埋設部が深くなるほど増加した。下

部根に埋設間差はなく一定であったので，埋設部の

範囲が広くなることで上部根の発根本数が増加した

結果によるものと考えられる。

4.4　根の伸長成長量と根生重量
　下部根の伸長成長量は埋設部が深くなるにしたが

い減少した。上部根の伸長成長量は　1/4　埋設区では

みられなかったが，下部根と同様に埋設部が深くな

るに従い根の伸長成長量は減少した。胎生種子が不

安定な立地や干潟のような軟弱な地盤に定着し生育

するには，すみやかに発根し，かつ根系の十分な発

達が必要であるとされる23）。本研究の　1/4　埋設区で

は，浅く植栽したことにより個体の不安定さを補う

ため根を伸長させたことで根重量を増加させたもの

と考えられる。また，1/4　埋設区以外では植物体が

安定しているために体を支持するための根を発達さ

せる必要がなかったことが根量を少なくさせ，吸収

に必要な上部根の根源体分化・形成に多くの養分が

使用されたものと考えられる。さし木を深くさし付

けることで根の伸長成長量は増加すること9, 11, 12）が

知られている。しかし，本研究の根伸長成長量はこ

れまでのさし木における報告とは異なった。胎生種

子はさし木と同様に根源体を有し直接土壌にさし付

けることにより発根やシュートが伸長するので，胎

生種子とさし木は形態学的，生理学的に類似してい

る部分がみられる。しかし，さし木は１つの個体か

ら切り放された傷害を受けた組織であり，胎生種子

ははじめから１つの完成した器官である点に相違が

あり，このことが，両者の発根状況の違いに関連し

ているものと思われる。

5.　結　　　論

　メヒルギ胎生種子の植え付け深さの違いによる発

根現象を調査・検討した結果，以下のことがわかっ

た。

　胎生種子のシュート伸長成長は深く植え付けるほ

ど促進効果がみられ，サンゴジュやモモなどの他の

樹種のさし木の発根におけるこれまでの報告と同様

の結果が得られた。根源体は胎生種子の下端から3.1

cmまでの範囲に局在していた。発根部位は，胎生

種子の下端部から最初に発根する下部根，その上部

に約　2　cmの無発根の部位がみられ，さらにその上

部に下部根より遅れて発根する上部根の部位に分け

られた。植え付け前に根源体の形成がみられた下部

発根は，植え付けの深さの違いによって下部根の発

根部位や発根本数には違いがみられなかった。しか

し，植え付け後に根源体の形成された上部発根は，

深く植え付けたものほど発根部位が拡大し発根本数

も増加した。これらのことから，メヒルギ胎生種子

の上部発根は，植え付けたことによる培地との接触

が刺激となって根源体が形成されたと考えられる。

上部根の発根がみられなかった　1/4　埋設区を除いた

下部根と上部根の埋設区では埋設部が深くなるに従

い根の伸長成長量は減少した。1/4　埋設区では浅く

植栽したことにより個体の不安定さを補うため下部

根を伸長させたものと考えられる。1/4　埋設区以外

では植物体が安定しているために個体を支持するた

めの根を発達させる必要がなかったことから根量を

少なくさせ，吸収に必要な上部根の根源体分化・形

成に多くの養分が使用されたものと考えられる。
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